
世界みらいアート展示会 企画

書

障がいの壁を越えて、世界をつなぐ平和のアート

本企画書では、2026年6月に沖縄コンベンションセンターで開催予定の「世界

みらいアート展示会」についてご説明いたします。世界191カ国からの障がい

者アート作品を一堂に集め、共生社会の実現と国際交流を目指す画期的なイ

ベントです。



背景・目的

公助・共助・自助の枠組み活用

世界中の障がい者支援を実現するための持続可能な仕組みづ

くりを目指します

経済的価値と社会的評価の創出

障がい者アーティストの作品に正当な価値を与え、創作活動

を支援します

多様性と共生社会の促進

国際協調と地域交流を通じて、誰もが尊重される社会づくり

に貢献します

企業CSR活動の拡大

企業の社会貢献活動としての参画機会を提供し、継続的な支

援の輪を広げます

これらの目的を達成することで、障がいのある方々の表現活動を世界的に支援し、共生社会の実現に貢献します。



コンセプト

"世界191カ国の色彩

を、一枚の巨大アー

トへ。"
参加規模

• 国内46都道府県（沖縄除く）×各

3施設 ≒ 約140施設

• 海外 約50ヶ国（目標）

展示方法

191枚＋5枚の合計196枚のアートを

40m×40mのパネルに分割配置

来場者とボランティア4名が1枚ずつ

掲示するライブ形式



尚衛

尚 衞（しょう まもる、1950年8月18日 - ）は、かつて
存在した琉球王国の王家第二尚氏の第23代当主。 第
22代当主である侯爵尚裕の長男。 三重県伊勢市に在
住

第47回全国植樹祭専門委員会会議議長兼式典委員会委員長
東京都日比谷公園100周年記念事業 総合プロデューサー
「日本画、その明日への展望展」（池袋西武百貨店）
『バトル・ロワイアル』（深作欣二監督）エグゼクティブ・プロ
デューサー
『桜田門外ノ変』（佐藤純彌監督）基本構想クリエイティブ
『モンスター』（百田尚樹原作）エグゼクティブ・プロデューサ
ー

中澤弘之

現在、煎茶道・黄檗売茶流家元 墨像家のほかTEA-
artistとしても活躍。社団法人 全日本煎茶道連盟常任
理事、日本煎茶工芸協会理事

現在一般社団法人みらい、（株）キララ、一般社団法
人危機対策機構、（株
）ＩＮＡＪＡＰＡＮなど就労支援に関する会社の代表

高野育郎稲嶺積

実行委員会委員長
顧問 顧問 顧問

特別顧問 特別顧問

グエン・コン・タイン

相葉浩明
ベトナム日本友好協会 会長  

ホーチミン市平和委員会 執行委員 一般社団法人JCU議長

後援・協賛（予定）

国連 障害者権利委員会
外務省

各国大使館
各都道府県障害者支援施設

実行委員会メンバー



キャプション

制作過程
東江さんが描いた

稲嶺著作表紙
著者：稲嶺積

課題作家：東江茜

課題制作作家紹介



イベント会場



開催までの工程表

12025年8月

全国支援施設向けパンフレット完成・配布

国内外の障がい者支援施設へ参加募集を開始

2 2025年10月末

参加申込締切（国内・海外）

参加施設の最終確定と作品制作依頼32026年3月中旬

作品募集締め切り

4 2026年4月末

全作品提出完了・最終レイアウト確定

展示準備と最終調整52026年6月6日

本番開催

搬入・設営は前日〜当日午前に実施



体制・役割分担

1

実行委員会（10名）

• 全体統括

• 行政・企業対応

• 危機管理

2

クリエイティブチーム（5名）
• 作品レイアウト・展示設計

• 広報素材制作

3

ボランティア（854名）

• 絵を掲示する（784名：4人×196枚）

• 駐車場案内（10名）

• 来賓・来場者エスコート（50名）

• 救護班（10名）

4

企業協賛窓口（3名）

• CSR連携

• 物品・資金協力交渉



資金計画

調達方針

• 企業CSR/CSV：社会貢献・ブランディングを目的と

した協賛金

• 個人寄付：寄付者名をウェブ・会場に掲示（希望者）

• クラウドファンディング：海外支援者向け英語版ペ

ージを含む

作
品
収
集
・
輸
送
費

会
場
設
営
費

渡
航
・
宿
泊
費

広
報
・
制
作
費

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連

予
備
費

総予算：46,000,000円（税込概算）



リスクマネジメント

作品輸送遅延

• 予備日設定による柔軟なスケジュール管理

• リアルタイム追跡システムの導入

• 複数の輸送ルート確保による冗長性の確保

• 現地パートナーとの緊密な連携体制構築

予算不足

• 追加クラウドファンディングキャンペーンの準備

• 企業からの物品協賛強化策の実施

• 工程見直しによるコスト削減の検討

• プロジェクト規模の段階的調整オプションの用意

感染症拡大

• 会場人数制限の事前シミュレーション

• 徹底した消毒・換気対策の実施

• オンライン配信併用によるハイブリッド開催の準備

• 保健所等との連携体制の構築

信頼性確保

• 参加施設情報の透明化とウェブサイト公開

• 第三者機関による外部監査の導入

• 定期的な進捗報告とステークホルダーへの情報共有

• 専門家による監修体制の構築



広報戦略

プレスリリース

国内外メディアへの日本語/英語プレスリリース配信

各国大使館や文化機関との連携によるグローバル展開

SNSライブ配信

Instagram/X/Facebook/YouTubeでのマルチプラットフォーム展開

障がい者アーティストのストーリーを定期的に配信

企業CSR事例として

業界紙やPR TIMESなどでの露出拡大

協賛企業と連携した共同プロモーション

専門機関との連携

障がい者アート専門ギャラリーとのコラボレーション

福祉施設ネットワークを活用した広報活動



お問い合わせ先

一般社団法人みらい

所在地

〒901-2424 沖縄県中頭郡中城村南

上原1000-1（2F）

電話・FAX

TEL：098-895-2202

FAX：098-895-2239

メール

E-Mail：info@mirai.or.jp

担当者

• 金城悠太朗

• 古澤眞理砂

• 我如古美枝

本企画についてのご質問やご協力のお申し出など、お気軽にお問い合わせく

ださい。

mailto:info@mirai.or.jp
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